
 

 

 

 

 

 

 先輩として、お手本となる行動を！        

  ４月１２日（金）、部活動紹介と歓迎遠足がありました。日頃の活動の様子を堂々と、ユーモアを交

えて発表する姿が見られました。部活動紹介の後は、歓迎遠足に出かけました。今年は、鏡が池公園

に行き、体育大会の団編成を決めた後、一緒にお弁当を食べて、レクリェーションを楽しみました。 

  学校生活の様々な場面で、部活動で、先輩としてお手本となる行動をしていってほしいです。 

  体育大会は、１組が青団、２組が赤団です。全学年とも１組が青、２組が赤になりました。 

     

 修学旅行に向けて、平和学習を始めました 

  今週の総合的な学習の時間に、「あの日、僕らは戦場で」というＤＶＤを視聴して感想をまとめま

した。沖縄に行ってしっかりと見て学習してくるために、真剣に学んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No３   （   ）組 （   ）番 （             ）の保護者 

【 見ました 】←○をつけてください。 

お気付き・感想などがありましたら、下のスペースにお書きください。掲載【可・不可】 

キ リ ト リ  

昇り竜      
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【感想から】  

当時、実際に戦争に行った人たちは、私と同じ歳の人がいて驚いた。「一人十殺」と言われ、精神的に追い詰め

られ、戦争で米軍兵と戦っていた。今、考えると、想像も出来ないくらい残酷だなと思った。友達が死んでいっ

ても何も思わない気持ちがあったと言っていた。大人が、そんな気持ちをもっている子ども達を作り上げてしま

ったんだと思った。護郷隊の兵士になった少年たちは、「妄動」（心が動かなくなり、命令のまま動くようになっ

てしまう）まで追い詰められていた。私が少年達の立場だったらと考えると、想像できないくらい、今では異次

元の世界だと思った。また、沖縄戦では、護郷隊や日本軍兵士、米軍兵士、沖縄の人々がたくさん亡くなってい

た。私の想像を超える人々が亡くなっていた。改めて戦争はいけないものだと思った。 

【沖縄戦に関する学習をする際に大切にしたいこと】 

☆平和祈念公園や平和の礎、沖縄戦に関する学習をするにあたって、私は戦死された方々のご家族の気持ちを考

え、失礼がないようにすることを意識して行動したいと思います。 

☆ただ沖縄に行って平和学習をするのではなく、心でしっかりと受け止めて学習をしたい。講話を聞くときなど

は、話し手の方の立場に立って聞きたい。また、糸数壕など自分が実際に体験するものは、身をもってしっか

りと体験したいと思った。 

 

 

 


